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シュルレアリスムの視覚表現における〈謎〉、
そしてドキュメンタリーとしてのシュルレアリスムの可能性について

河 上  春 香

　先月、筆者は修士論文『シュルレアリスムにおける写真の使用と〈報道〉

の編制――イメージの意味作用のプロセスを中心に』を提出した。これは

1920年代から 1930年代までのシュルレアリスムの表現活動を、運動にか
かわる雑誌や書籍における写真使用の側面から分析したものである。特

に、新聞のような報道の場で見られる、イメージがそれに付随するテクス

トとの関係の中で意味作用を行うという編制に着目し、〈報道〉の編制と

位置付けられるそれをシュルレアリスムがどのように利用したのかを検討

した。以下では、論文のうち特に内容上の要点となる部分と、今後の展開

の見通し、特にドキュメンタリーとの親和性を手掛かりにシュルレアリス

ムを捉えなおすことの可能性を述べる。

現代においてシュルレアリスムとは何でありうるか？
　1924年、パリの詩人アンドレ・ブルトンの『シュルレアリスム宣言』
によって世に知られることとなったシュルレアリスムは、芸術、文学、政

治の各方面を巻き込んだ広範な運動となり、欧州各地から日本にまで広

がった。理性と秩序による統御を離れた「別のところにある」生 1の経験

と表現を追い求めるその活動は、しかし第二次世界大戦が終結して冷戦構

造が形成され、フランス文壇の思潮的中心がサルトルらの実存主義に移る

なかで、実効性を失ったものとして考えられることになる。モーリス・ブ

ランショは 1945年、「シュルレアリスムの反省」で次のように述べた。

　もはやその流派はない。しかし精神の状態は残っている。もはや誰

もこの運動にかかわりあわないが、すべての人たちがそれに参加し

てもよかったと思っている。ものを書くすべての人たちのなかには
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シュールレアリスチックな傾向があって、それはあるいは認められ、

あるいは流産し、時には強奪されたかに見えるが、たとえその傾向が

間違っていても、真面目な努力と要求を示している。シュールレアリ

スムは消えうせたか。それはもはや、ここにあるあそこにあるという

ものではない。いたるところにあるのだ。2

第二次大戦後のシュルレアリスムは「かつては真正の冒険でありえたもの

が、いつしか一つの制度に置き換えられて 3」いくかのようだった。運動

の強力なリーダーであったブルトンは 1966年に没し、オートマティスム、
レディ・メイドやコラージュといったシュルレアリスムの各種のアプロー

チも芸術表現の手法としては陳腐化していった。ユルゲン・ハーバーマス

は近代を総括する中で、シュルレアリスムをはじめとしたアヴァンギャル

ド芸術を、生活の領域と専門領域を融合させようとしたモダニズムのプロ

ジェクトの挫折点として批判している 4。結局のところ、現在、シュルレ

アリスムはすでに完結した歴史上の芸術運動と考えられることがほとんど

である。

　しかしその一方で、シュルレアリスムにはほとんど知られていないさら

なる展開が存在する。69年以降、事実上のグループの解散宣言である『第
四のうた』を発表したシュステルは、ポスト・シュルレアリスムを標榜す

る雑誌『クーピュール』を創刊する。一方、グループの解散宣言を拒否し

た詩人ヴァンサン・ブーヌールたちは、当時共産主義政権下で地下活動を

続けていたヴラチスラフ・エフェンベルゲルや、日本でもよく知られてい

るヤン・シュヴァンクマイエル、エヴァ・シュヴァンクマイエロヴァー夫

妻といったメンバーを擁するチェコのシュルレアリスト・グループと協働

し、1970年に『シュルレアリスム文明』という雑誌を出版している。ブー
ヌールたちのグループはその後〈シュルレアリスト・ムーヴメントのパ

リのグループ〉（Groupe de Paris du Mouvement surréaliste）として再始動
し、チェコをはじめとした他国のグループと協働しながら、2008年まで
機関誌『S.U.RR.』を発行している 5。 またアメリカ、イリノイ州シカゴで
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はブルトンの没した 1966年に、フランクリンとペネロープ・ローズモン
ト夫妻が Chicago Surrealist Groupを立ち上げ 6、1986年にはスウェーデン
で〈ストックホルムのシュルレアリスト・グループ〉（Surrealistgruppen i 
Stockholm）が形成され 7、1990年には国の民主化にともなってチェコス
ロヴァキアのグループも公的な活動を再開した 8。

　その後も 90年代の間に欧州各地で新たなグループが形成され、現在で
はプラハ（チェコ）、ブラチスラヴァ（スロヴァキア）、ロンドン、リーズ

（イングランド）、ストックホルム（スウェーデン）、パリ（フランス）、ア

テネ（ギリシャ）、マドリード（スペイン）、などの街に存在するグループ

や作家たちが、互いに活発な交流を続けている。2012年の 2月には、チェ
コとスロヴァキアにおけるシュルレアリスム運動のここ 20年間を、他
国の作家たちとの交流を含めて概観する大規模な展覧会「新たなる大気」

（Jiný Vzduch）がプラハで行われた。
　これらの運動にはもはやブルトンのような中心的指導者がいるわけでは

ないし、アートシーンのメインストリームに食い込むほどの強力なうねり

があるわけでもない。それでもシュルレアリストたちは存在し、中心を持

たず、それぞれの都市に根差した活動を行ないつつも一方ではインター

ネットを通じてリゾーム状の繋がりを形成している 9。

　この状況は何を意味するか。そこでは、すでに過ぎ去ったモダニズム芸

術と挫折したアヴァンギャルド運動へのノスタルジーがくすぶっているに

すぎないのだろうか。それとも、シュルレアリスムという思想は、何らかの

アクチュアリティを保っているのか。現代におけるこの「見事な惰性体 10」

が続けていることとは何なのか。

　筆者は 2011年に縁あって Leeds Surrealist Groupのメンバーと知り合っ
て以来、先述の Jiný Vzduch展を含め、現代においてシュルレアリストを
標榜する欧州の作家たちの活動を見聞きしてきた。だからシュルレアリス

ムを単純に、化石のように古びてしまったモダニズム思想として扱うこと

にどうしても賛成しかねている。あるいはユルゲン・ハーバーマスのよう

に、芸術と生の統合を掲げながらも結局は制度的芸術のうちに自閉してし
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まった運動として総括することも、またスーザン・ソンタグのように、自

分たちよりも下の階級の産物を物珍しがって消費するブルジョワの感受性

に過ぎないと断ずることもできない。

　シュルレアリスムは多面的な運動体である。それが紡いできた歴史はも

ちろん、戦間期の欧州の歴史的状況と、これを背景としたモダニズム芸術

のプロジェクトとは切り離しえない。1920年代、作家たちはまだ人間の
解放と別のところにある輝かしい生とを信じていた。しかし、統一的な物

語を失い、細分化された世界観が網目状のネットワークを形成する、そん

なイメージで描写されるポストモダン期の――もしくはいまやすでにそれ

以降でさえあるような――現代社会において、「人生を変え、世界を変え

る」という革命のヴィジョンのリアリティは乏しい。それでも、シュルレ

アリスムが重んじた感受性と表現活動のプロセスは、その革命の指向ほど

には古びてしまっているわけではないように思われるのだ。例えばブルト

ンの『ナジャ』に描かれているような、見慣れた街が誰かとの出会いによっ

てによって一変する瞬間。マン・レイの写真が捉える、もののかたちへの

まなざし。マックス・エルンストの増殖する幻視。われわれに属していな

がら、われわれが未だ知らない領域の驚異――精神分析を経由したシュル

レアリストたちが〈無意識〉という名で呼んだ場所――とそれをスプリン

グボードにした豊かな表現行為は、むしろ現代の思潮の中で、改めてその

布置を問うことができる類のものではないだろうか。

　マスメディアやインターネットを行き交う情報に取り囲まれて、われわ

れは日常的に、まるで全てを知っているかのように振舞わなくてはならな

くなっている。そして産業社会とは、人間を含むあらゆるものに、もっと

も確実なシニフィエとしての〈価格〉が付与される世界だ。広告も報道も

わかりやすさを追求し、わかりにくいものは打ち捨てられる。芸術作品も

また、それについての種々様々な意味付けとともに売り出されている。こ

うした状況の中、モンタージュ、オートマティスム、夢の分析といった、

陳腐で大衆的で一般には〈わかりやすさ〉に奉仕してさえいる方法を利用

し、未知なる〈わからないもの〉と経験とを接続しようとするシュルレア
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リスムの表現が占めうる位置というのは、いまあらためて問われてもいい

はずだ。

　こうした問題意識から、筆者は今回の論文で、芸術作品を迂回するかた

ちでシュルレアリスムを扱おうと試みた。具体的には写真、特にそのイメー

ジの読み方を定めるテクストとの関係のなかでの、記号論的な機能として

のシュルレアリスム性の様相を提示しようとした。

シュルレアリスム的記号作用
　英国の写真家・写真理論家であるデイヴィッド・ベイトは、著書
Photography and Surrealismにおいて、シュルレアリスム運動において使用
された写真イメージの意味作用を、次の 3つに大別している。
　1.　模倣的（mimetic）――いわゆる「通常の」写真。グループのメンバー
の集合写真や、種々の実験の様子を記録した写真がこれにあたる。このカ

テゴリに属する写真の意味作用は、指示対象の単純な再現＝表象である。

　2.　前写真的 （prophotographic）――ある被写体が、写真に撮られる以
前からすでにシュルレアリスム的である＝ enigmaticな意味作用のうちに
あること。このカテゴリに属する写真の例に挙げられているのは『シュル

レアリスム革命』誌の第一号の巻頭言に添えられたマン・レイの写真《イ

ジドール・デュカスの謎》である。

　3.　謎的 （enigmatic）――写真イメージそれ自体の意味が隠されている
場合。「もっとも頻繁に〈シュルレアリスム的〉イメージを定義しようと

企てる批評の対象となり、同時にもっともそうした分析に抵抗するタイプ

のイメージ」11。

　ベイトはこの意味作用の分類を通じて、どのような意味のプロセスを経

て〈超現実的（surreal）なもの〉が表現されるのかを、記号論的な視座か
らあらためて位置付けることを試みている。彼が「謎的」と呼ぶのは、シュ

ルレアリスムに特有の記号作用である。
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The surreal is, semiotically speaking, a signifying effect, the confusion 
or a contradiction in conventional signifier-signified relations in 
representations and where a meaning is partially hidden, where the 
message appears ‘enigmatic’ regardless of how (or in what technological 
form) it has been produced. …In short, the author of an enigmatic 
message is not fully aware of the signification involved in a message they 
have sent.
　超現実的なものとは、記号論的に言えば、表象の内部における慣習

的なシニフィエ̶シニフィアン関係の混乱や矛盾であり、その技術的

形式がなんであれ意味が部分的に隠されている、つまりメッセージが

〈謎めいている〉意味の効果のことだ。（中略）端的に言うと、謎めい

たメッセージの作者は自らが送信したメッセージが関与している意味

作用を十分に意識してはいない。12 
 
　「謎めいた」写真イメージは、アングル、ライティング、焦点距離、被

写体、ミザンセーヌなど写真に関するあらゆる技術的操作によって、また

テクストとの関係によっても産出される。そのため、フォトモンタージュ

や写真を使ったコラージュ、レイヨグラフ（フォトグラム）、ソラリゼーショ

ンを用いた写真作品もこのカテゴリに属すると言えよう。

　ここで用いられている謎的（enigmatic）というコンセプトは、ジャン・
ラプランシュの精神分析理論からの援用である。ラプランシュによれば、

謎（enigma）とは謎かけ（riddle）と異なり、その記号の指向対象は受信
者の意識によっては明確に理解されず、無意識の範疇にとどまる。それは、

シニフィエが無意識へと差し向けられているシニフィアンである。そこに

は何らかのメッセージが存在してはいるのだが、その内容はメッセージの

発信者にも受信者にも明かされていない。とにかく何かを意味してはいる

が、それが何であるのかはわからないような記号作用（designified）であ
る 13。こうしたタイプの記号は、フロイトにおける「不気味なもの（the 
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uncanny）」、無意識の領域で抑圧されたもの――子供時代の空想、大人に
なるにつれて超自我の審級が育つことによって抑圧される、快感原則に属

するもろもろの欲望――の回帰へとつながるものでもある。

A ‘surrealist image’ and its uncanny effect is produced not by ambiguity 
around the image (polysemy), but by an ambivalence in fundamental 
distinctions (e.g. fear and excitement, good and bad, love and hate and so 
on) and a condensation of these conflicting values at the level of signifier. 
…By violating the common sense of the photographic reference to 
concrete ‘reality’, potential meanings are propelled towards a rhetoric of 
contradiction.
　〈シュルレアリスム的なイメージ〉と不気味なものの効果というの

は、イメージをとりまくあいまいさ（多義性）によって産み出される

のではなく、本質的な区別（恐怖と興奮、善と悪、愛と憎しみなど）

のアンビヴァレンスと、シニフィアンのレヴェルにおけるこうした対

立する諸価値の凝縮から産まれる。（中略）確固とした〈現実〉の参

照という常識を脅かすことで、潜在的な意味が撞着のレトリックに向

けて駆動されるのだ。14

　対立する区別を短絡させられたシニフィアンと、それによって無意識へ

と差し向けられる潜在的な意味、謎としてのシニフィエによる意味作用は、

写真イメージに対しては、慣習的にそこで表現されている物理的現実に、

心的現実（psychial reality）を導入する効果を持つという。
　無意識下の謎を指向する意味作用と、それを通じた内的現実と外的現実

の接続のこころみは、たしかに、シュルレアリスムの企図の随所にみられ

る鍵である。たとえば、1928年からしばしば行われた「対話」のゲームは、
二人の人間がお互いの発言の内容を知らないまま質問と答えを提出し合う

というものだが、ここで成立する言葉の定義の異化は、意味作用のプロセ

スへの〈謎〉の導入と言える。
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Raymond Queneau et Marcel Noll
N. Qu’est-ce que Benjamin Péret ?
Q. Une ménagerie révoltée, une jungle, la liberté.
***
Q. Qu’est-ce qu’André Breton ?
N. Un alliage d’humour et de sens du désastre ; quelque chose comme 

unchapeau haut de forme.
***
N. Qu’est-ce qu’un parapluie ?
Q. L’appareil de reproduction chez les gastéropodes.

レーモン・クノーとマルセル・ノール

ノール：バンジャマン・ペレとは何か？

クノー：反逆の動物園であり、ジャングルであり、自由。

ノール：アンドレ・ブルトンとは何か？

クノー：ユーモアと大災害のセンスからなる混合物で、シルクハット

みたいなものだ。

ノール：傘とは何か？

クノー：腹足類についている生殖器官。15

　また、1930年代にシュルレアリストたちの実践の中心にあった、内的
で無意識的な欲望の外的現実への顕在化としての〈オブジェ〉の探究にも、

謎を差し挟んだ心的現実の物理的現実との接続の企図が見られる。

　さて、こうした謎的な意味作用には、ミザンセーヌからテクストとの並

置まであらゆる操作が関係しうる。だから、レイの作品のように被写体の

ポーズやライティングなどが精密に設定されたものから、アジェやブラッ

サイの都市写真に代表されるような被写体にほとんど操作が加えられない

スナップショット的なものまで、ほとんどすべての様式の写真が、謎を含
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む記号過程を駆動しうる。

　写真イメージのフレームを基本的な単位として、それを取り巻く複合的

な意味作用の編制に目を向けると、写真の意味作用を構成する操作の種類

は、大きく次の三つに分けることができるだろう。

　1.　フレームの内部に関連する操作。この場合謎を構成するのは、被写
体それ自体の位置、構図、ライティング、モンタージュやフィルム加工に

よって産出される異化的なイメージそのものである。

　2.　フレームの外部とイメージとの関連づけの操作。これは特別な操作
が施されていない通常の（模倣的な）意味作用を担う写真イメージに、テ

クストやキャプションによって別の意味作用のプロセスを作動させるもの

である。論文では、こうしたテクストと写真イメージによって構成される

意味作用の編制を〈報道〉の編制と位置付けている。

　例えば、サルヴァドール・ダリの 1935年のテクスト「一枚の写真の非ユー
クリッド的心理学」においては、二人の女性とその背後の暗がりに幽霊じ

みて見える一人の男という写真イメージの中心的な被写体は無視され、フ

レームの左下に写りこんでいる非常に小さな「糸のない糸巻き」について

執拗な分析が展開される。

　お願いですから（たとえ読者の意思に

反しようとも）、この写真の催眠的な中

心部から目をそらしていただきたいし、

待ち伏せる用心深さで左下隅に目を向け

ていただきたい。なぜなら舗道の上方に、

それに気が付けば驚くだろうが、まった

く剥き出しの、まったく青白く、覆いを

剥がされて、途方もなく無意識的で、き

れいで、孤独で、微小にして、宇宙的で、

非ユークリッド的な、糸のない糸巻きが

あるのだ。16

「一枚の写真の非ユークリッド的心理学」の主題となる写真。

撮影者不明。Minotaure 7, 1935年。Arno Pressのリプリント版による。
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　ここでは、実際に見えているものとは整合性を持たない別の意味がイ

メージに課されている。〈報道〉の編制によって、イメージの安定的な意

味作用が中断され、謎が形成されているのだ。

　通常、〈報道〉の編制はイメージや出来事の意味を安定させるために利

用される。ロラン・バルトが『映像の修辞学』のなかで述べているように、

イメージはそれ単体では非常に多義的であるから、広告や新聞においては、

テクストがイメージの意味を限定し、方向付けする作用をもたらす。しか

しシュルレアリスムの雑誌上ではこの同じ編制が、むしろ意味の中断、「謎」

を提出するために利用されるのだ。

　自動記述やオートマティック・ドローイングといった方法を重要視した

シュルレアリスムは、一般に意図や理性を離れた自動的な活動による表現

活動であるとも考えられているが、実はこのように、意味作用の中断を介

して無意識的なものを提示するために、構築的で意識的な戦略も利用して

いたのである。美術批評家ロザリンド・クラウスが、知覚に対する現実の「直

接的現前」と、ことばによる現実の「再現＝表象（representation）」との
どちらを称揚するかという点で、ブルトンをはじめとしたシュルレアリス

トたちの態度が自己撞着を孕んでいると指摘しているが、こうした矛盾し

た二つの事象がもはや区別されない一点こそが超現実として目指されてい

た 17ことを考えるなら、意味作用の中断を目指す記号の構築は、現前と

表象の矛盾を折り合わせる方法のひとつだったといえるだろう。イメージ

とテクストによる謎的な記号作用は、イメージに対して言語化の不可能な

直接的現前の刻印を回復させる作用を持つ。

シュルレアリスムとドキュメンタリーというアプローチの可能性
　さて、言語とイメージの組織体を通して、無意識に基礎づけられた「謎」

を通じて表象不可能な現実を呼び込むというこの方法論は、モンタージュ

を通じて現実をとらえようとするある種のドキュメンタリー映画に近似す

るように思われる。ドキュメンタリー映画においてしばしば行われる、編

集を通じて言語を超えた現実をとらえようとする身振りについては、映画
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監督の佐藤真が以下のような示唆的な言及を行っている。

　編集は、映像作家の意図と、映っているものの〈意味＝無意味〉の

間隙をぬって、何ものかを再構築する作業のことだ。そして、私の考

えるドキュメンタリーは、時代の〈正しさ〉や映画作家自らの意図に

縛られることなく、映像から横溢する何ものかを求めて、無軌道な旅

路に、無節操に旅立つ映画のことである。映像に映った〈無意識〉を

とっかかりにして、自らの〈意識〉を批評していこうという志向と言

い換えてもいい。事実や事件にまとわりつく、意味の文脈や常識とい

う〈砦〉を解体しようとする試みでもある 18。

　そもそもシュルレアリスムからは、ブルトンの『ナジャ』やルイ・アラ

ゴンの『パリの農夫』といったドキュメンタリーを指向するテクストが生

まれているし、ルイス・ブニュエルによる『ラス・ウルデス　糧なき大地』

をはじめとして、パリやベルギーではシュレアリスム運動と関係の深い作

家が多くのドキュメンタリー映画を製作している 19。英国の写真史家イア

ン・ウォーカーは、写真を通じたシュルレアリテの提示が、「現実性への

創造的な介入」としてのドキュメンタリーに近いアプローチを取っている

ことを示唆し 20、そのうえで映画作家ヤン・シュヴァンクマイエルの「わ

たしの作品は最も出来が良ければドキュメンタリーになるはずだ」という

発言を引きつつ、シュルレアリスムの創作全般がこうしたドキュメンタ

リーの様相を目指すのだと述べている。

If Pater’s dictum that all art aspires to the condition of music may be said 
to characterize modernist abstraction, then a Surrealist art aspires to the 
condition of documentary.
　［ウォルター・］ペイターの「すべての芸術は音楽の状態を希求する」

という言葉がモダニズムの抽象を特徴づけると言えるならば、シュル

レアリスムの芸術はドキュメンタリーの状態を希求する 21。
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　こうしたことから、謎の構築というシュルレアリスム的な表現が持つ批

評性は、ドキュメンタリーという視座からより実効性のある形で検討でき

ると筆者は考えている。特にナチによる占領や共産主義政権による特殊な

文化的抑圧の状況を経験し、現在も文明に批判的なまなざしを向けつづけ

るチェコのシュルレアリスムについても、ドキュメンタリーという要素を

導入することでその位置づけをよりよく描き出せるのではないだろうか。

今後はこうしたアプローチを通じて、シュルレアリスム運動の再検討を進

めてゆきたい。
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